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Haulage System = AHS）とは、露天掘り鉱山におい
て、フリートマネジメントシステム（Fleet 
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AHT : Autonomous Haulage Truck 
MIV : Manned Instrumented Vehicle 
GPS : Global Positioning System 
LIDAR : Laser Imaging Detection and Ranging 
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 鉄道の運行管理では、「1 閉塞区間を 1 列車が占有」
とする排他制御を信号の管理で実現しており、運転手
は、信号の色によって次の区間への進入可否を判断す







      図６ AHS の閉塞制御 
 



































    図７ スマートトラックの概要 
 ３．１０ 日立グループ技術の活用 





の適用状況を図 8 に示す。 
 
   図８ 日立グループ技術の適用状況 
 





















 ４．１ ICT 建機 












Satellite System)や TSS(Total Station System)を利
用してグローバル基準（地球に対する絶対位置関係）
で表すものである。 
 ZX200X-6 を例として、MG、MC のシステム構成を図 9





    図９ MG、MC のシステム構成 
 
４．２ i-Construction の施工 
－8－
鉱山用ダンプトラック自律走行システムと情報化施工の現状
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Satellite System)や TSS(Total Station System)を利
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    図９ MG、MC のシステム構成 
 
４．２ i-Construction の施工 
 i-Construction の施工の流れと、従来方式と比較し
たメリットを以下に示す。 


































図１３ ICT 検査の効果例 
 
４．３ Solution Linkage Cloud（SLC） 





図１４ SLC の概要 
鉱山用ダンプトラック自律走行システムと情報化施工の現状




一⇒ 賣二9式 検査日数. ·~ *り 1/5
一一Q ~T尺。
比較図表 一・-- so枚/2km 1枚のみ/1現場
尋。 3 ~iol1.1tii Un~ 紐匿◎ (IcLlcl (~l(G) 
安全性向上 暴生匹虹 ライフサイクルコスH配鴫
Solution Linkage Cloud 
園匿國國口 ~ 
お客さま沢吏えるオー 允プうyトフォーム Solution Linkage Mobile (18年4月予定）
． ＾4畠~·········~





















 ４．５ ひたちなかデモサイト 
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